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温かな言葉で包み、育てる 
 

校長 佐藤 明子  
   
校舎西側から見える虹色に染まった富士山の姿が、静かにキーンと張り詰めた空気を漂わせ、本格的な冬の到来

を知らせてくれています。同時に、令和４年を振り返る思いと、新しい年を迎える期待感が高まります。 

この時期に多くの人が取り組む大掃除は、家を守り、家族の心を豊かにしてくれる歳神様を迎える準備のための行

為が由来といわれています。住まいに付いた煤とともに厄を払い、健康で平穏に過ごした日常への感謝と、来たる新

年の幸福を願う、我が国の古くからの風習です。本校でも昨日、「美化 Day」として生徒と教職員が一緒になって、日

頃は行き届かない窓拭きや、机・椅子の綿ほこり取り、床磨きなどをし、令和５年を迎える準備をしました。学校は３学

期制ですので、各学期の最終日前日に美化 Day を設定していますが、今学期の美化 Day は、いつも以上に念入り

に、気持ちの入った時間のように感じました。おかげさまで校舎は、新年を気持ちよく迎える環境が整いました。 

SNS の普及により、年賀状やカードを用いた新年のあいさつ状を出す文化は、変化しつつあります。年賀状の原点

は大変古く、奈良時代に年始回りという、年始めにあいさつする行事であるといわれています。また平安時代には、貴

族や公家の間にも年始回りは広がり、直接会ってあいさつできない遠方の人に対して、代わりに文書を送ってあいさ

つをするようになったことが、年賀状のルーツとも言われています。そして武家社会においても、年始の文書によるあい

さつは、飛脚などの私的手段によって受け継がれ、明治維新後は郵便制度の発展により、郵便はがきの年賀状を送る

習慣となって、全国に広まりました。 

私も毎年、年末の限られた時間の中で送り先の人のことを思い浮かべ、筆をとっています。様々な考えはありますが、

私にとっては特に、共に泣き笑った学生時代の友人と年１度、年賀状を通して近況報告をしあうことは、日常と離れた

かけがえのない機会です。またちょっとした直筆から、安らぎをもらうこともあり、電子機器の通信による言葉のやり取り

とは違う、ぬくもりのような温かさに心が潤ったりします。手紙を書くことは小学校１・2年生の国語で学び、英語では国

際郵便も学びますが、言葉で相手と交流する文化を、生活の中に取り入れ、大切にしていってほしいと思います。 

言葉の交流をすることで思い出すのは、過日行われたサッカーのカタール・ワールドカップ日本代表キャプテン吉田

麻也選手の語りです。彼は、今大会の自分の行動を振り返り、日本チームをまとめて成果を挙げることができたのは、

ユース時代から日本代表を共にした川島永嗣選手の励ましと支えがあったからと言います。人の活躍や頑張りの背

景には、先輩や親、指導者がさりげなく掛けた温かい言葉の存在が大きいです。悲しい時や落ち込んでいるとき、ふさ

ぎ込んでいるとき、人はふとした言葉に勇気づけられ、心を強くして自分を律していくことができたりします。温かい言

葉の力は、人生の方向性を導くこともあるかもしれません。先に人生を歩む先輩として、親として、指導者として、そのよ

うな温かい言葉を大切にし、近くにいる子供に、どれだけ贈ることができるのか、私たち大人自身が、自覚しなければ

ならないと強く感じています。 

年末年始にかけては、クリスマスやお正月と子供たちにとって、心躍る時間が続きます。中学生は、最も２４時間忙し

い世代であり、普段は学習、部活動、お稽古ごと等、慌ただしく、ゆっくりと家庭で過ごすことができない分、年末年始は

ひとつ屋根の下で、温かく豊かな、一家団らんの時間になることを願っています。 

清瀬中学校の子供たちが将来に向かって大きな夢と目標を掲げ、日々の努力を重ねていくことができるよう、令和

５年も家庭・地域との連携を大切にしながら、本校の教育の推進に努めてまいります。どうぞよいお年をお迎えください。 

 
 
 

清瀬の杜 
 

令和４年１２月号 

令和４年１２月２３日 

校長     佐藤 明子 

  http:www.kiyose.ed.jp/kiyosetyuugakkou/index.html 

 

 ◆◇◆ １月の生活目標 ◆◇◆ 

「泰年自若」 新しい年の計画をあって、充実した学校生活を送ろう！ 

 



 
 
 
 
  

 

※SC―スクールカウンセラー来校日 

＊ 今後、感染状況等により、予定が変更することがあります。変更した 
  際は、お知らせします。 
＊ 学年や学級による行事等の詳細については、各担当からのお知らせ 
にてご確認ください。 

      
 
 
 
 
 

 

日 曜 主な行事等 SC 
１ 日（祝） 元旦  
２ 月 振替休日  
３ 火   
４ 水 AMは停電  
５ 木   
６ 金 冬季休業終  
７ 土   
８ 日   
９ 月（祝） 成人の日  
１０ 火 ３学期始業式、Ⅲ期時間割開始、 

命の週間始（～１６日）、給食なし 
 

１１ 水 防災教育講演会【オンライン】  
１２ 木  ○ 
１３ 金 避難訓練 ○ 
１４ 土 授業公開、新入生対象保護者説明会 

PTA互選委員会 
 

１５ 日   
１６ 月 命の週間終  
１７ 火 安全指導日  
１８ 水 専門・中央委員会  
１９ 木 生徒集会 ○ 
２０ 金 スキー前健康診断（１年） ○ 
２１ 土   
２２ 日 スキー教室（１年）始（～２４日）  
２３ 月   
２４ 火 スキー教室（１年）終  
２５ 水 スキー教室振替休業（１年）  
26 木 都立高校推薦入試（３年） ○ 
２７ 金 都立高校推薦入試（３年） ○ 
２８ 土 命の教育フォーラム  
２９ 日   
30 月   
３１ 火   

１月の主な予定 

◇◆◆ 1月の学校公開の予定 ◆◆◇ 
◆ 防災教育講演会【オンライン】（全学年保護者対象）―１１日（水） ５校時 １３：２５～ 各学級にて 

◆ 授業公開（全学年保護者対象）―１４日（土）１～３校時 ８：５０～ 各学級・教室体育館にて 

＊ 感染症対策のため、参観は各ご家庭1名までとして、実施します。 
＊ 教室での授業につきましては、廊下からの参観になります。 
＊ 来校時は、安全管理のため、「マスクの着用」「名札の着用」をお願いします。 
＊ 学校での参観は上履きおよび靴入れをご持参ください。 
＊ 各会場に受付を設置しますので、来校された際には、ご記入の協力をお願いします。 
＊ 授業公開の内容につきましては、後日、別紙にてご案内をいたします。 

 ご不明な点につきましては、お手数ですが、副校長 森元（042‐493‐６３１１）までお電話にて、ご連絡ください。 

清瀬中学校のSDGsアクション 

 

祝 都大会出場 
卓球部女子 

 

１１月号でお知らせした卓
球部都大会への出場は、女
子チームも、新人大会で優
秀な成績を納め、都出場権
を獲得しました。 
おめでとうございます。 

  

過日お知らせいたしましたが、12月15日（木）
の全校朝礼では、「暴力はいけないこと」を校長から
話しその後、全生徒を対象に楽しく学校生活を送る
ことができるためのアンケート調査を行いました。 
また、本日の終業式では、２週間強の冬季休業に

向けて期間中の過ごし方について生徒たちに「冬休
みのしおり」の冊子を配布し、生活指導主任や、担
任からも話をいたしました。 
これまでもですが、「はじめに子供ありき」の精神

で子供のよさと可能性を引き出す教育を実践してま
いります。 
校長講話・相談窓口・冬休みのしおりは、本校HP

に掲載しています。 

 教科の学習の中で様々なことに取り組み、 
成果となって実を結びました 

 

税についての作文－都税事務所長 
税の標語－清瀬商工会会長賞受賞 
私の体験・主張発表会部門作文－入賞 
私の体験・主張発表会部門ポスター－入賞 
石田波郷俳句大会－高澤晶子選入選 

石田波郷俳句大会－谷村鯛夢選特選・入選 
石田波郷俳句大会－永井潮選特選・入選 
石田波郷俳句大会－細見逍子選特選・入選 
 
なお「税についての作文」については、 

学校に納連会長感謝状をいただきました。 
 


